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静
岡
県
賀
茂
郡
西
伊
豆
町
鎮
座
別
所
神
社
伝
来
の
鏡
植
松
勇
介
一
は
じ
め
に
静
岡
県
賀
茂
郡
西
伊
豆
町
宇
久
須
に
鎮
座
す
る
別
所
神
社
に
は
近
世
以
前
の
銅
鏡
が
十
四
面
伝
存
し
て
い
る
。
別
所
神
社
伝
来
鏡
を
初
め
て
紹
介
し
た
の
は
足
立
鍬
太
郎
氏
だ
ろ
う
。
足
立
氏
は
伊
豆
半
島
南
部
に
鎮
座
す
る
神
社
の
情
報
を
ま
と
め
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
『
南
豆
神
誌
』
と
題
し
て
発
表
し
た
。
そ
の
な
か
で
別
所
神
社
伝
来
鏡
に
言
及
し
て
い
る
（
１
）。
し
か
し
、
足
立
氏
が
別
所
神
社
で
確
認
し
た
鏡
は
十
面
だ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
、
個
々
の
鏡
に
関
す
る
記
述
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
刊
行
の
『
静
岡
県
史
』
第
二
巻
〔
以
下
、
『
静
岡
県
史
』
と
略
す
〕
で
も
別
所
神
社
伝
来
鏡
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
同
書
に
は
八
面
の
直
径
と
簡
単
な
所
見
が
記
さ
れ
、
そ
の
う
ち
、
五
面
に
つ
い
て
は
背
面
の
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
２
）。
近
年
で
は
賀
茂
村
教
育
委
員
会
が
刊
行
し
た
『
ふ
る
さ
と
の
し
お
り
（
３
）』
や
『
賀
茂
村
誌
資
料
』
第
一
集
（
４
）に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
伝
存
数
を
十
二
面
と
し
て
お
り
、
写
真
も
一
枚
ず
つ
し
か
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
五
月
、
筆
者
は
別
所
神
社
伝
来
鏡
を
実
見
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
の
で
、
得
ら
れ
た
知
見
を
報
告
し
、
今
後
の
地
域
研
究
に
資
し
た
い
と
思
う
。
二
別
所
神
社
の
由
緒
と
伝
来
鏡
の
概
要
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
秋
山
富
南
が
ま
と
め
た
伊
豆
国
の
地
誌
、『
豆
州
志
稿
』
の
巻
八
に
お
い
て
別
所
神
社
は
『
延
喜
式
』
神
名
帳
所
載
の
宇
久
須
神
社
に
同
定
さ
れ
て
い
る
（
５
）。『
豆
州
志
稿
』
に
や
や
遅
れ
て
成
立
し
た
掛
川
藩
の
地
誌
、『
掛
川
誌
稿
』
の
巻
十
三
で
も
同
様
で
あ
る
（
６
）。
し
か
し
、
別
所
神
社
の
一
キ
ロ
ほ
ど
西
、
宮
原
に
宇
久
須
神
社
と
称
す
る
神
社
が
あ
り
、
近
年
で
は
こ
ち
ら
が
『
延
喜
式
』
神
名
帳
所
載
の
宇
久
須
神
社
と
見
な
さ
れ
て
い
る
（
７
）。
な
お
、
『
豆
州
志
稿
』
お
よ
び
『
掛
川
誌
稿
』
で
は
宮
原
の
宇
久
須
神
社
を
三
島
（
大
）
明
神
と
記
述
す
る
。
別
所
神
社
が
式
内
社
で
あ
れ
ば
、
平
安
時
代
初
期
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
地
元
で
は
応
永
二
十
三
年
（
一
四
一
六
）
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
（
８
）、
『
豆
州
志
稿
』
巻
八
お
よ
び
『
掛
川
誌
稿
』
巻
十
三
に
は
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
作
成
の
棟
札
の
記
事
が
転
載
さ
れ
て
い
る
（
９
）。
別
所
神
社
は
遅
く
と
も
十
六
世
紀
前
半
に
は
造
営
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
現
在
、
別
所
神
社
は
伊
弉
諾
命
伊
弉
冉
命
を
主
神
、
稲
荷
大
明
神
と
須
佐
之
男
命
を
相
殿
神
と
す
る
。
稲
荷
大
明
神
と
須
佐
之
男
命
は
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
合
祀
で
あ
り
、
別
所
神
社
と
い
う
社
名
も
こ
の
時
に
定
め
ら
れ
た
（
）。
明
治
七
年
以
前
、
別
所
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学
苑
第
八
五
七
号
二
二
～
三
九
（
二
〇
一
二
三
）
神
社
は
熊
野
権
現
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
『
掛
川
誌
稿
』
巻
十
三
に
よ
る
と
、
熊
野
三
所
権
現
の
本
地
仏
を
祀
り
、
中
央
に
千
手
観
音
（
那
智
）、
左
に
阿
弥
陀
如
来
（
本
宮
）、
右
に
薬
師
如
来
（
新
宮
）
が
配
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（
）。
別
所
神
社
伝
来
鏡
十
四
面
は
一
括
し
て
木
箱
に
収
納
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
収
納
箱
は
幅
四
〇
一
セ
ン
チ
、
奥
行
二
八
一
セ
ン
チ
、
高
さ
九
七
セ
ン
チ
で
、
二
段
重
ね
に
な
っ
て
お
り
、
上
段
下
段
と
も
円
形
の
刳
り
込
み
を
六
箇
所
作
っ
て
鏡
を
一
面
ず
つ
入
れ
る
。
鏡
十
四
面
に
対
し
て
刳
り
込
み
は
十
二
箇
所
し
か
な
い
た
め
、
二
面
は
上
段
の
余
地
に
置
か
れ
て
い
る
。
蓋
裏
に
区
会
議
員
十
二
名
の
氏
名
が
墨
書
さ
れ
る
が
、
収
納
箱
の
製
作
時
期
を
示
す
記
述
は
な
い
。
収
納
箱
の
刳
り
込
み
に
入
っ
た
十
二
面
に
は
各
々
木
札
が
添
え
ら
れ
、
上
段
の
六
枚
に
は
「
第
壹
」
か
ら
「
第
六
」
、
下
段
の
六
枚
に
は
「
第
七
」
か
ら
「
第
拾
貳
」
の
墨
書
が
あ
る
。
上
段
の
余
地
に
置
か
れ
た
二
面
に
は
木
札
は
付
属
し
な
い
。
当
初
、
木
札
は
各
鏡
の
鈕
あ
る
い
は
懸
垂
孔
に
紐
で
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
現
状
で
は
す
べ
て
紐
が
切
れ
て
お
り
、
鏡
と
木
札
の
対
応
関
係
が
収
納
箱
製
作
時
と
異
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
収
納
箱
の
刳
り
込
み
が
十
二
箇
所
で
あ
る
こ
と
や
木
札
が
十
二
枚
し
か
な
い
こ
と
、
先
掲
の
『
ふ
る
さ
と
の
し
お
り
』
『
賀
茂
村
誌
資
料
』
に
お
け
る
別
所
神
社
伝
来
鏡
の
面
数
が
十
二
面
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
収
納
箱
製
作
時
に
確
認
さ
れ
て
い
た
鏡
は
十
二
面
で
、
二
面
は
後
に
発
見
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
二
面
が
上
段
の
余
地
に
置
か
れ
た
鏡
と
は
限
ら
な
い
。
と
も
あ
れ
、
本
稿
で
は
調
査
時
に
添
え
ら
れ
て
い
た
木
札
の
番
号
に
則
っ
て
各
鏡
を
呼
称
す
る
。
ま
た
、
木
札
が
添
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
二
面
に
つ
い
て
は
便
宜
的
に
十
三
号
、
十
四
号
と
す
る
。
以
下
、
各
鏡
の
法
量
お
よ
び
現
況
を
ま
と
め
、
背
面
の
図
様
を
解
釈
し
つ
つ
製
作
年
代
の
推
定
を
試
み
た
い
。
三
各
鏡
の
現
況
と
製
作
年
代
の
推
定
 一
号

（
図 （
）1）
〔
法
量
〕
面
径
九
九
セ
ン
チ
、
縁
幅
〇
三
セ
ン
チ
、
縁
高
〇
六
セ
ン
チ
、
重
量
七
一
六
グ
ラ
ム
〔
所
見
〕
銅
鋳
造
製
で
、
地
金
は
赤
み
を
帯
び
る
。
割
れ
や
欠
損
は
認
め
ら
れ
な
い
。
発
も
薄
い
が
、
表
裏
に
黒
色
の
汚
れ
が
目
立
つ
。
背
面
側
よ
り
懸
垂
用
の
孔
が
一
つ
穿
た
れ
て
い
る
。
縁
は
外
傾
斜
が
強
い
。
表
面
は
研
磨
さ
れ
て
い
る
が
、
鍍
錫
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
中
央
に
大
き
く
梵
字
「
術
」
（
サ
ク
）
を
墨
書
す
る
。
背
面
の
図
様
は
や
や
鈍
い
。
凸
界
圏
を
設
け
て
内
区
と
外
区
に
区
画
す
る
。
内
区
に
は
丸
文
三
つ
、
雀
二
羽
と
蝶
一
匹
を
表
出
さ
せ
る
。
丸
文
は
十
二
時
四
時
八
時
方
向
に
配
さ
れ
て
い
る
。
中
心
に
菊
花
菱
を
置
き
、
菊
花
菱
の
頂
点
か
ら
短
線
が
Ｖ
字
形
に
並
ぶ
。
Ｖ
字
形
の
区
画
内
に
は
三
乃
至
四
の
小
点
を
打
っ
て
い
る
。
こ
の
丸
文
は
七
宝
文
を
意
図
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
丸
文
の
間
隙
で
あ
る
二
時
と
十
時
方
向
に
は
二
羽
の
雀
、
六
時
方
向
に
は
蝶
が
見
え
る
。
双
雀
は
共
に
右
へ
飛
翔
し
、
蝶
は
左
へ
頭
を
向
け
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
岩
塊
が
伴
う
。
鈕
は
円
錐
形
で
、
頂
部
が
削
平
さ
れ
て
い
る
。
孔
は
貫
通
せ
ず
、
孔
口
の
み
作
ら
れ
て
い
る
。
鈕
座
の
周
囲
に
は
小
珠
を
巡
ら
せ
る
。
外
区
に
は
短
線
を
連
ね
た
水
波
を
等
間
隔
で
六
箇
所
に
表
し
て
い
る
。
な
お
、
一
号
は
「
草
花
紋
蝶
鳥
鏡
」
と
い
う
名
称
で
『
静
岡
県
史
』
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
）。
丸
文
を
表
出
す
る
鏡
は
十
二
世
紀
後
半
か
ら
現
れ
る
。
鰐
淵
寺
（
島
根
県
出
雲
市
）
の
蔵
王
窟
内
で
仁
平
三
年
（
一
一
五
三
）
銘
の
滑
石
製
経
筒
と
共
に
出
土
し
た
鏡
（
図
2）
（
	）
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
一
号
の
製
作
時
期
も
十
二
世
紀
後
半
と
思
わ
れ
る
。
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 二
号

（
図
3）
〔
法
量
〕
面
径
一
〇
〇
セ
ン
チ
、
縁
幅
〇
二
セ
ン
チ
、
縁
高
〇
五
セ
ン
チ
、
重
量
七
六
二
グ
ラ
ム
〔
所
見
〕
銅
鋳
造
製
で
、
地
金
は
や
や
赤
い
。
割
れ
や
欠
損
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
背
面
側
の
一
箇
所
に
く
ぼ
み
が
あ
る
。
縁
は
薄
く
、
ほ
ぼ
垂
直
に
立
ち
上
が
る
。
表
面
は
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
状
態
を
把
握
し
に
く
い
。
観
察
し
た
範
囲
で
は
鍍
錫
の
痕
跡
は
認
め
ら
れ
ず
、
銘
文
や
神
仏
像
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
背
面
の
図
様
は
表
出
が
や
や
鈍
い
。
凸
界
圏
を
巡
ら
せ
て
内
区
と
外
区
に
区
画
す
る
が
、
図
様
は
連
続
し
て
い
る
。
三
時
方
向
か
ら
二
本
の
草
木
が
生
じ
、
中
心
の
鈕
を
反
時
計
回
り
で
巻
き
込
む
よ
う
に
九
時
方
向
ま
で
伸
び
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
楕
円
形
に
ま
と
ま
っ
た
細
か
い
花
ま
た
は
葉
を
つ
け
る
。
花
（
葉
）
は
内
側
の
幹
に
三
組
、
外
側
に
四
組
あ
り
、
六
時
方
向
に
も
二
組
が
ハ
字
形
に
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
花
（
葉
）
は
萩
と
も
羊
歯
と
も
い
わ
れ
る
が
、
二
号
で
は
幹
に
節
が
表
現
さ
れ
て
い
る
た
め
、
竹
を
意
図
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
四
時
方
向
と
八
時
方
向
に
は
尾
の
長
い
小
禽
が
飛
翔
す
る
。
二
羽
と
も
両
翼
を
広
げ
、
内
側
に
頭
を
向
け
て
い
る
。
鈕
は
小
さ
な
円
錐
形
で
、
頂
部
が
削
平
さ
れ
て
お
り
、
孔
が
貫
通
す
る
。
鈕
に
は
菊
花
を
っ
た
よ
う
な
座
、
い
わ
ゆ
る
「
菊
座
」
が
付
属
す
る
。
な
お
、
写
真
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
二
号
は
『
静
岡
県
史
』
で
「
草
葉
飛
雀
鏡
」
と
呼
称
さ
れ
る
鏡
（
）だ
ろ
う
。
二
号
の
類
例
に
は
茨
城
県
土
浦
市
の
東
城
寺
経
塚
出
土
鏡
が
あ
げ
ら
れ
る
（
図 （
）4）。
草
木
や
双
鳥
の
形
姿
、
配
置
が
か
な
り
近
い
。
た
だ
し
、
東
城
寺
経
塚
出
土
鏡
と
比
較
す
る
と
、
二
号
の
図
様
は
躍
動
感
に
乏
し
く
、
形
式
化
が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
東
城
寺
経
塚
で
は
保
安
三
年
（
一
一
二
二
）
お
よ
び
天
治
元
年
（
一
一
二
四
）
銘
の
経
筒
が
出
土
し
て
お
り
、
図
4に
あ
げ
た
鏡
も
製
作
年
代
は
十
二
世
紀
前
半
ま
で
上
が
る
が
、
二
号
は
や
や
遅
れ
て
十
二
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
る
。
 三
号

（
図
5）
〔
法
量
〕
面
径
九
八
セ
ン
チ
、
縁
幅
〇
二
セ
ン
チ
、
縁
高
〇
六
セ
ン
チ
、
重
量
六
九
三
グ
ラ
ム
〔
所
見
〕
銅
鋳
造
製
で
、
地
金
は
赤
み
を
帯
び
て
い
る
。
表
裏
と
も
点
々
と
発
す
る
が
、
割
れ
や
欠
損
は
認
め
ら
れ
な
い
。
鏡
面
側
よ
り
懸
垂
用
の
孔
が
二
つ
穿
た
れ
て
い
る
。
縁
は
や
や
外
へ
傾
斜
す
る
。
表
面
は
研
磨
さ
れ
て
い
る
が
、
鍍
錫
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
中
央
に
大
き
く
梵
字
「
活
」
（
キ
リ
ー
ク
）
を
墨
書
す
る
。
背
面
の
図
様
は
鮮
明
で
、
凸
界
圏
を
設
け
て
内
区
と
外
区
に
分
割
す
る
。
内
区
に
は
二
重
凸
線
を
井
桁
に
引
い
て
菱
形
の
格
子
地
文
を
形
成
し
、
そ
の
内
部
に
四
つ
の
小
点
を
打
つ
。
ま
た
、
十
二
時
方
向
に
二
羽
の
雀
を
表
す
。
二
羽
は
向
か
い
合
う
が
、
一
方
が
水
平
に
飛
翔
し
て
い
る
の
に
対
し
、
も
う
一
方
は
空
中
で
静
止
す
る
よ
う
な
姿
勢
を
見
せ
る
。
鈕
は
円
錐
形
で
、
頂
部
が
丸
い
。
孔
が
貫
通
せ
ず
、
孔
口
の
み
作
ら
れ
て
い
る
。
鈕
に
は
円
形
の
座
が
付
属
し
、
そ
の
周
囲
に
小
珠
が
巡
る
。
外
区
に
は
短
い
弧
線
を
並
べ
た
水
波
が
あ
り
、
等
間
隔
で
六
箇
所
に
配
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
三
号
は
「
菱
點
格
子
地
飛
雀
鏡
」
と
い
う
名
称
で
『
静
岡
県
史
』
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
）。
格
子
地
文
を
鋳
出
し
た
鏡
は
、
例
え
ば
、
兵
庫
県
篠
山
市
の
上
板
井
経
塚
で
出
土
し
て
い
る
（
図 （
	）6）。
上
板
井
経
塚
は
十
二
世
紀
末
か
ら
十
三
世
紀
初
頭
に
築
造
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
図
6に
あ
げ
た
鏡
は
そ
れ
よ
り
も
や
や
古
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（

）。
三
号
も
十
二
世
紀
後
半
に
製
作
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
格
子
地
文
は
一
般
に
網
代
と
称
さ
れ
る
。
し
か
し
、
区
画
内
に
小
点
を
打
っ
た
格
子
地
文
を
網
代
と
解
す
る
こ
と
に
は
躊
躇
が
あ
る
。
む
し
ろ
、
そ
の
淵
源
は
―24―
十
一
世
紀
末
か
ら
十
二
世
紀
初
頭
の
北
宋
鏡
に
見
ら
れ
る
七
宝
地
文
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
図 （
）7は
江
西
省
九
江
市
星
子
県
で
出
土
し
た
鏡
で
、
詳
し
い
出
土
状
況
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
元
祐
七
年
（
一
〇
九
二
）
銘
の
墓
誌
が
伴
っ
て
い
た
ら
し
い
（
）。
近
年
、
十
二
世
紀
前
半
の
鏡
に
北
宋
鏡
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
）、
小
点
の
内
在
す
る
格
子
地
文
も
七
宝
地
文
の
写
し
崩
れ
と
考
え
ら
れ
る
。
 四
号

（
図
8）
〔
法
量
〕
面
径
九
八
セ
ン
チ
、
縁
幅
〇
三
セ
ン
チ
、
縁
高
〇
五
セ
ン
チ
、
重
量
六
八
五
グ
ラ
ム
〔
所
見
〕
銅
鋳
造
製
で
、
地
金
は
赤
み
を
帯
び
て
い
る
。
割
れ
や
欠
損
は
な
く
、
発
も
少
な
い
が
、
背
面
側
よ
り
懸
垂
用
の
孔
が
二
つ
穿
た
れ
て
い
る
。
縁
は
外
傾
斜
が
強
い
。
表
面
は
研
磨
さ
れ
て
い
る
が
、
鍍
錫
は
認
め
ら
れ
な
い
。
中
央
に
大
き
く
梵
字
「
似
」
（
サ
）
を
墨
書
す
る
。
背
面
の
図
様
は
鮮
明
で
、
凸
界
圏
を
設
け
て
内
区
と
外
区
に
分
割
す
る
。
内
区
に
は
細
葉
の
草
木
を
等
間
隔
で
三
株
鋳
出
す
。
薄
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
も
中
心
に
向
か
っ
て
葉
を
伸
ば
し
、
葉
先
を
左
へ
な
び
か
せ
る
。
鈕
は
円
錐
形
で
、
頂
部
が
丸
い
。
孔
が
貫
通
せ
ず
、
孔
口
の
み
作
ら
れ
て
い
る
。
鈕
に
は
円
形
の
座
が
付
属
し
、
そ
の
周
囲
に
小
珠
が
巡
る
。
鈕
に
隣
接
し
て
双
雀
が
表
さ
れ
て
お
り
、
二
羽
と
も
右
か
ら
左
へ
飛
翔
し
、
先
行
す
る
一
羽
を
も
う
一
羽
が
追
随
す
る
。
外
区
に
は
短
い
弧
線
を
並
べ
た
水
波
が
あ
り
、
等
間
隔
で
六
箇
所
に
配
さ
れ
る
。
水
波
に
添
え
ら
れ
た
小
さ
な
半
円
形
は
波
頭
を
意
図
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
四
号
は
「
群
薄
飛
雀
鏡
」
と
い
う
名
称
で
『
静
岡
県
史
』
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
）。
四
号
の
類
例
に
は
鰐
淵
寺
蔵
王
窟
内
出
土
鏡
が
あ
げ
ら
れ
る
（
図 （
	）9）。
草
木
の
種
類
や
双
雀
の
位
置
な
ど
異
な
る
点
も
あ
る
が
、
内
区
を
三
分
割
し
て
草
木
を
配
す
る
と
い
う
構
図
が
四
号
と
共
通
す
る
。
図
9の
鏡
は
図
2と
同
じ
く
仁
平
三
年
（
一
一
五
三
）
銘
の
滑
石
製
経
筒
と
共
に
出
土
し
て
お
り
、
十
二
世
紀
後
半
、
平
安
時
代
後
期
の
製
作
だ
ろ
う
。
四
号
も
同
時
期
の
製
作
と
思
わ
れ
る
。
 五
号

（
図
10）
〔
法
量
〕
面
径
九
六
セ
ン
チ
、
縁
幅
〇
二
セ
ン
チ
、
縁
高
〇
四
セ
ン
チ
、
重
量
四
四
八
グ
ラ
ム
〔
所
見
〕
銅
鋳
造
製
で
、
地
金
は
赤
み
を
帯
び
る
。
鏡
体
が
か
な
り
薄
く
、
別
所
神
社
伝
来
鏡
の
な
か
で
最
も
軽
い
。
割
れ
や
欠
損
は
な
い
が
、
縁
に
沿
っ
て
円
形
の
孔
が
二
つ
、
楕
円
形
の
孔
が
一
つ
開
い
て
い
る
。
円
形
の
孔
は
並
列
し
て
お
り
、
背
面
側
か
ら
穿
た
れ
て
い
る
。
懸
垂
用
だ
ろ
う
。
楕
円
形
の
孔
は
周
囲
に
穿
孔
時
の

れ
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、
鬆
か
と
思
わ
れ
る
。
縁
は
低
く
、
強
く
外
傾
斜
す
る
。
表
面
は
研
磨
さ
れ
て
い
る
が
、
鍍
錫
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
中
央
に
大
き
く
梵
字
「
活
」
（
キ
リ
ー
ク
）
を
墨
書
す
る
。
背
面
の
図
様
は
鮮
明
で
、
凸
界
圏
を
設
け
て
内
区
と
外
区
に
分
割
す
る
。
内
区
に
は
十
六
の
花
文
を
表
出
さ
せ
る
。
花
文
は
同
心
円
状
に
配
さ
れ
て
お
り
、
内
側
に
五
、
外
側
に
十
一
が
展
開
す
る
。
い
ず
れ
も
小
輪
の
周
囲
に
極
小
の
三
角
形
を
内
向
き
に
巡
ら
せ
た
形
状
で
、
菊
花
を
意
図
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
簡
略
化
が
著
し
い
。
ま
た
、
間
地
に
は
二
羽
の
雀
が
表
さ
れ
て
い
る
。
一
羽
は
外
へ
、
も
う
一
羽
は
中
心
へ
頭
を
向
け
る
。
双
雀
は
肉
取
り
が
薄
く
、
眼
さ
え
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。
鈕
は
円
錐
形
で
、
頂
部
が
削
平
さ
れ
て
い
る
。
孔
は
作
ら
れ
て
い
な
い
。
鈕
に
は
円
形
の
座
が
付
属
し
、
そ
の
周
囲
に
小
珠
が
巡
る
。
外
区
で
は
水
波
が
五
箇
所
に
見
ら
れ
る
。
な
お
、
五
号
は
「
花
文
散
双
鳥
鏡
」
と
い
う
名
称
で
『
静
岡
県
史
』
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
）。
五
号
の
類
例
は
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
那
智
勝
浦
町
の
那
智
経
塚
で
出
土
し
て
い
る
―25―
（
図 （
）11）。
や
は
り
小
輪
と
三
角
形
を
組
み
合
わ
せ
た
花
文
を
同
心
円
状
に
配
し
て
お
り
、
鈕
座
や
双
雀
の
形
状
も
近
い
。
こ
の
鏡
の
出
土
状
況
や
伴
出
遺
物
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
那
智
経
塚
の
遺
物
は
平
安
時
代
後
期
、
十
二
世
紀
後
半
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
頃
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
）。
五
号
も
同
時
期
の
製
作
だ
ろ
う
。
 六
号

（
図
12）
〔
法
量
〕
面
径
九
二
セ
ン
チ
、
縁
幅
〇
二
セ
ン
チ
、
縁
高
〇
三
セ
ン
チ
、
重
量
五
〇
〇
グ
ラ
ム
〔
所
見
〕
銅
鋳
造
製
で
、
地
金
は
赤
み
を
帯
び
る
。
鏡
体
が
か
な
り
薄
い
。
割
れ
や
欠
損
は
な
い
が
、
全
体
に
発
し
、
背
面
に
は
黒
色
の
汚
れ
が
付
着
す
る
。
背
面
側
よ
り
懸
垂
用
の
孔
が
二
つ
穿
た
れ
て
い
る
。
縁
は
低
く
、
強
く
外
傾
斜
す
る
。
表
面
は
研
磨
さ
れ
て
い
る
が
、
鍍
錫
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
中
央
に
大
き
く
梵
字
「
似
」
（
サ
）
を
墨
書
す
る
。
背
面
の
図
様
は
や
や
鈍
い
。
凸
界
圏
を
設
け
て
内
区
と
外
区
に
分
割
す
る
。
内
区
に
は
二
重
凸
線
を
ほ
ぼ
直
交
さ
せ
て
正
方
形
に
近
い
格
子
地
文
を
形
成
し
、
そ
の
内
部
に
三
つ
の
小
点
を
打
つ
。
ま
た
、
十
二
時
方
向
に
二
羽
の
雀
を
表
す
。
双
雀
は
肉
取
り
が
薄
い
。
共
に
頭
を
上
方
へ
向
け
て
い
る
。
鈕
は
円
錐
形
で
、
頂
部
が
丸
い
。
孔
が
貫
通
せ
ず
、
孔
口
も
作
ら
れ
て
い
な
い
。
鈕
に
は
円
形
の
座
が
付
属
す
る
。
外
区
に
は
短
い
弧
線
を
並
べ
た
水
波
が
見
え
る
。
一
部
は
不
鮮
明
だ
が
、
等
間
隔
な
ら
ば
、
六
箇
所
と
な
る
。
な
お
、
六
号
は
「
三
點
格
子
地
飛
雀
鏡
」
と
い
う
名
称
で
『
静
岡
県
史
』
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
）。
六
号
の
図
様
は
三
号
に
類
似
す
る
。
三
号
と
比
較
し
て
六
号
は
簡
略
化
が
目
立
つ
が
、
製
作
時
期
は
や
は
り
十
二
世
紀
後
半
、
平
安
時
代
後
期
と
考
え
ら
れ
る
。
 七
号

（
図
13）
〔
法
量
〕
面
径
九
三
セ
ン
チ
、
縁
幅
〇
四
セ
ン
チ
、
縁
高
〇
五
セ
ン
チ
、
重
量
九
〇
二
グ
ラ
ム
〔
所
見
〕
銅
鋳
造
製
で
、
地
金
は
赤
み
を
帯
び
る
。
割
れ
や
欠
損
は
認
め
ら
れ
な
い
。
縁
は
幅
が
広
く
、
ほ
ぼ
垂
直
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
表
面
は
一
部
に
凹
み
が
あ
る
。
緑
青
が
厚
く
覆
っ
て
お
り
、
緑
青
に
よ
っ
て
紙
片
が
固
着
し
て
い
る
。
鍍
錫
の
痕
跡
、
銘
文
や
神
仏
像
は
確
認
で
き
な
い
。
背
面
の
図
様
は
比
較
的
鮮
明
で
、
線
が
柔
ら
か
い
。
凸
界
圏
を
設
け
て
内
区
と
外
区
に
分
割
す
る
が
、
図
様
は
内
外
区
に
わ
た
っ
て
展
開
し
て
い
る
。
背
面
下
方
に
海
原
が
広
が
り
、
四
時
方
向
か
ら
巨
岩
が
屹
立
す
る
。
巨
岩
の
中
腹
と
頂
上
に
は
松
が
枝
を
張
り
出
し
て
い
る
。
八
時
方
向
に
も
岩
礁
が
あ
り
、
そ
こ
に
生
え
る
松
に
は
禽
鳥
（
千
鳥
か
）
が
留
ま
る
。
岩
礁
の
左
端
に
は
筍
が
生
え
る
。
十
二
時
方
向
に
も
禽
鳥
が
表
さ
れ
て
お
り
、
頭
部
を
真
下
に
向
け
て
い
る
た
め
、
垂
直
に
降
下
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
鈕
は
円
錐
形
で
、
頂
部
が
丸
く
、
孔
が
貫
通
し
て
い
る
。
鈕
に
は
亀
形
の
座
が
付
属
す
る
。七
号
は
「

	千
鳥
鏡
」
と
い
う
名
称
で
『
静
岡
県
史
』
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（

）。

	と
は
中
国
に
お
け
る
伝
説
上
の
神
山
、

	山
の
こ
と
で
、
『
列
子
』
湯
問
に
は
そ
の
情
景
が
次
の
よ
う
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

	山
は
岱
輿

員

方
壺
瀛
洲
と
共
に
渤
海
の
遥
か
東
方
に
漂
い
、
各
々
の
山
中
に
は
金
銀
珠
玉
で
飾
ら
れ
た
宮
殿
が
建
ち
、
純
白
の
禽
獣
が
戯
れ
、
木
々
の
果
実
を
食
す
れ
ば
不
老
不
死
と
な
り
、
神
仙
の
み
が
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
五
神
山
の
消
失
を
危
惧
し
た
天
帝
が
一
山
に
つ
き
三
匹
ず
つ
巨
亀
を
遣
わ
し
、
頭
で
支
え
さ
せ
た
と
も
語
ら
れ
て
い
る
（
）。
こ
の
伝
説
に
依
拠
し
た
図
様
も
あ
る
が
、
日
本
で
は
あ
ま
り
行
わ
れ
ず
、
む
し
―26―
ろ
、
松
の
繁
る
岩
礁
や
洲
浜
に
鶴
と
亀
が
遊
ぶ
図
様
が

山
の
情
景
と
見
な
さ
れ
、
十
四
紀
前
半
に
定
型
化
す
る
。
七
号
の
図
様
は
下
方
に
海
原
、
右
方
に
巨
岩
を
配
し
、
通
例
の

図
に
近
い
が
、
禽
鳥
が
鶴
で
は
な
く
、
巨
岩
も
誇
張
が
少
な
い
。
よ
り
古
様
で
あ
り
、

図
が
定
型
化
す
る
前
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
十
三
世
紀
末
に
な
る
と
、
亀
形
の
鈕
座
は
行
わ
れ
な
く
な
り
、
鈕
そ
の
も
の
が
亀
形
に
な
る
（
）。
従
っ
て
、
七
号
は
十
三
世
紀
中
頃
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
銅
鏡
に
お
け
る

図
の
定
型
化
を
考
え
る
上
で
重
要
な
作
品
と
な
る
だ
ろ
う
。
 八
号

（
図
14）
〔
法
量
〕
面
径
一
〇
四
セ
ン
チ
、
縁
幅
〇
三
セ
ン
チ
、
縁
高
〇
六
セ
ン
チ
、
重
量
九
六
七
グ
ラ
ム
〔
所
見
〕
銅
鋳
造
製
で
、
地
金
は
白
み
を
帯
び
る
。
全
体
に
緑
青
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
割
れ
や
欠
損
は
な
い
。
背
面
側
よ
り
円
形
の
懸
垂
孔
が
二
箇
所
穿
た
れ
て
い
る
。
縁
は
や
や
高
く
、
ほ
ぼ
垂
直
に
立
ち
上
が
る
。
表
面
は
研
磨
さ
れ
て
い
る
。
鍍
錫
の
痕
跡
は
な
く
、
現
状
で
は
銘
文
や
神
仏
像
も
確
認
で
き
な
い
。
背
面
の
図
様
は
表
出
が
か
な
り
鈍
い
。
凸
界
圏
を
巡
ら
せ
て
内
区
と
外
区
に
区
画
す
る
が
、
図
様
は
連
続
す
る
。
八
号
に
は
二
種
の
花
が
表
さ
れ
て
い
る
。
一
方
は
円
形
の
花
弁
を
五
枚
つ
け
、
三
角
形
の
葉
を
伴
う
。
も
う
一
方
も
五
弁
花
だ
が
、
花
弁
の
形
状
は
逆
台
形
で
、
先
端
に
切
り
込
み
が
入
っ
て
お
り
、
葉
は
松
か
さ
状
で
あ
る
。
前
者
は
山
吹
、
後
者
は
桜
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
花
々
の
あ
い
だ
に
は
二
羽
の
雀
が
左
か
ら
右
へ
飛
翔
し
て
い
る
。
鈕
は
円
錐
形
で
、
先
端
が
丸
い
。
孔
が
貫
通
す
る
。
鈕
に
は
円
形
の
座
が
備
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
周
囲
に
小
珠
が
巡
っ
て
い
る
。
な
お
、
写
真
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
八
号
は
『
静
岡
県
史
』
で
「
櫻
山
吹
飛
雀
鏡
」
と
呼
称
さ
れ
る
鏡
（
）だ
ろ
う
。
山
吹
と
桜
花
を
組
み
合
わ
せ
た
図
様
は
、
例
え
ば
、
京
都
市
伏
見
区
の
稲
荷
山
経
塚
よ
り
出
土
し
た
鏡
に
見
ら
れ
る
（
図 （
）15）。
稲
荷
山
経
塚
で
は
紀
年
資
料
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
が
、
概
ね
平
安
時
代
後
期
の
造
営
と
考
え
ら
れ
て
お
り
（
	）、
九
条
兼
実
が
養
和
二
年
（
一
一
八
二
）
に
供
養
し
た
経
塚
に
同
定
す
る
見
解
も
あ
る
（

）。
八
号
の
製
作
時
期
も
十
二
世
紀
後
半
、
平
安
時
代
後
期
だ
ろ
う
。
 九
号

（
図
16）
〔
法
量
〕
面
径
一
一
八
セ
ン
チ
、
縁
幅
〇
三
セ
ン
チ
、
縁
高
一
一
セ
ン
チ
、
重
量
二
二
二
六
グ
ラ
ム
〔
所
見
〕
銅
鋳
造
製
で
、
地
金
は
赤
み
を
帯
び
て
い
る
。
割
れ
や
欠
損
は
な
く
、
発
も
少
な
い
。
鏡
面
側
よ
り
懸
垂
用
の
孔
が
二
つ
穿
た
れ
て
い
る
。
縁
は
高
く
、
ほ
ぼ
垂
直
に
立
ち
上
が
る
。
別
所
神
社
伝
来
鏡
の
な
か
で
十
二
号
に
次
い
で
重
い
。
表
面
は
研
磨
さ
れ
て
い
る
が
、
鍍
錫
は
確
認
で
き
な
い
。
表
面
全
体
が
波
打
っ
て
お
り
、
中
央
に
は
黒
色
の
塗
料
（
漆
か
）
が
付
着
す
る
。
銘
文
や
神
仏
像
は
表
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
背
面
の
図
様
は
鮮
明
で
あ
る
。
凸
界
圏
を
設
け
て
内
区
と
外
区
に
分
割
す
る
が
、
図
様
は
内
外
区
に
わ
た
っ
て
展
開
し
て
い
る
。
下
方
の
三
分
の
一
に
籬
が
展
開
し
、
そ
の
奥
に
七
本
の
草
木
が
伸
び
て
い
る
。
十
二
時
方
向
に
は
二
羽
の
飛
雀
が
正
対
す
る
。
鈕
は
円
錐
形
で
、
頂
部
が
丸
く
、
孔
が
貫
通
し
て
い
る
。
鈕
に
は
花
蕊
座
が
付
属
す
る
。
な
お
、
九
号
は
足
立
氏
が
「
柴
垣
飛
雀
鏡
」
と
称
し
た
鏡
（
）だ
ろ
う
。
背
面
下
方
に
籬
を
表
し
た
鏡
は
十
二
世
紀
中
頃
に
は
出
現
し
て
い
る
が
（
）、
鮮
明
で
や
や
硬
い
九
号
の
文
様
表
出
は
製
作
年
代
の
下
降
を
窺
わ
せ
る
。
十
二
時
方
向
で
正
対
す
る
双
雀
は
十
三
世
紀
後
半
よ
り
見
ら
れ
る
の
で
（
）、
九
号
も
十
三
世
紀
後
半
、
鎌
倉
時
代
―27―
後
期
に
製
作
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
 十
号

（
図
17）
〔
法
量
〕
面
径
一
一
〇
セ
ン
チ
、
縁
幅
〇
三
セ
ン
チ
、
縁
高
〇
九
セ
ン
チ
、
重
量
二
〇
四
九
グ
ラ
ム
〔
所
見
〕
銅
鋳
造
製
で
、
地
金
は
赤
み
を
帯
び
て
い
る
。
割
れ
や
欠
損
は
な
く
、
発
も
少
な
い
。
縁
は
高
く
、
ほ
ぼ
垂
直
に
立
ち
上
が
る
。
表
面
は
研
磨
さ
れ
て
お
り
、
鍍
錫
も
施
さ
れ
て
い
る
。
中
央
に
紙
製
の
テ
ー
プ
が
貼
ら
れ
て
い
た
痕
跡
が
あ
る
。
銘
文
や
神
仏
像
は
表
さ
れ
て
い
な
い
。
背
面
の
図
様
は
や
や
鈍
い
。
凸
界
圏
を
設
け
て
内
区
と
外
区
に
分
割
す
る
。
内
区
の
内
側
に
は
さ
ら
に
凸
線
を
巡
ら
せ
、
界
圏
に
内
接
し
た
網
目
文
帯
を
表
出
す
る
。
内
区
下
方
に
大
き
く
う
ね
る
洲
浜
が
広
が
り
、
洲
浜
の
左
端
に
低
い
松
が
見
え
る
。
右
端
に
も
樹
木
が
生
え
、
こ
ち
ら
は
中
心
の
鈕
を
反
時
計
回
り
で
巻
き
込
む
よ
う
に
八
時
方
向
ま
で
伸
び
て
い
る
。
そ
の
葉
は
杏
仁
形
で
、
小
珠
を
中
心
に
三
枚
ず
つ
正
三
角
形
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
小
さ
く
丸
い
果
実
ら
し
き
描
写
も
見
ら
れ
る
。
八
時
方
向
に
は
両
翼
を
広
げ
て
正
対
す
る
二
羽
の
雀
を
配
し
て
い
る
。
鈕
は
円
錐
形
で
、
頂
部
が
丸
い
。
孔
が
貫
通
す
る
。
鈕
に
は
花
蕊
座
が
付
属
す
る
。
外
区
は
凸
線
で
さ
ら
に
二
分
割
さ
れ
て
お
り
、
内
側
に
は
型
押
し
に
よ
る
菊
花
文
、
外
側
に
は
歯
文
を
巡
ら
せ
る
。
歯
文
帯
の
よ
う
な
幾
何
学
文
帯
は
漢
時
代
の
鏡
に
由
来
す
る
た
め
、
外
区
に
幾
何
学
文
帯
を
鋳
出
し
た
鏡
は
一
般
に
「
擬
漢
式
鏡
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
十
号
に
見
ら
れ
る
三
枚
一
組
の
葉
は
い
わ
ゆ
る
「
三
柏
」
で
、
ブ
ナ
科
の
落
葉
樹
で
あ
る
カ
シ
ワ
の
葉
を
意
匠
化
し
た
も
の
を
い
う
。
三
柏
は
十
三
世
紀
後
半
よ
り
鏡
に
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
）。
一
方
、
型
押
し
に
よ
る
菊
花
を
鋳
出
し
た
擬
漢
式
鏡
は
十
四
世
紀
前
半
、
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
現
れ
て
お
り
（
）、
十
号
も
そ
の
頃
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 十
一
号

（
図
18）
〔
法
量
〕
面
径
一
一
〇
セ
ン
チ
、
縁
幅
〇
三
セ
ン
チ
、
縁
高
〇
七
セ
ン
チ
、
重
量
一
五
四
〇
グ
ラ
ム
〔
所
見
〕
銅
鋳
造
製
で
、
割
れ
や
欠
損
は
な
い
が
、
表
裏
と
も
発
し
て
お
り
、
地
金
の
質
は
観
察
で
き
な
い
。
縁
は
高
く
、
ほ
ぼ
垂
直
に
立
ち
上
が
る
。
表
面
は
研
磨
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
発
に
よ
り
詳
し
い
状
態
を
把
握
し
に
く
い
。
観
察
し
た
範
囲
で
は
鍍
錫
の
痕
跡
は
認
め
ら
れ
ず
、
銘
文
や
神
仏
像
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。背
面
の
図
様
は
模
糊
と
し
て
い
る
。
周
縁
部
の
緑
青
が
特
に
厚
い
が
、
も
と
も
と
鋳
上
が
り
も
鈍
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
背
面
は
凸
界
圏
を
設
け
て
内
区
と
外
区
に
分
割
す
る
。
内
区
に
は
二
重
凸
線
を
巡
ら
せ
、
亀
甲
地
文
を
展
開
さ
せ
る
。
亀
甲
地
文
は
六
角
形
を
密
着
さ
せ
ず
に
等
間
隔
で
並
べ
、
そ
の
間
隙
に
二
重
線
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
。
六
角
形
の
内
部
に
は
菊
花
を
入
れ
る
。
こ
の
菊
花
は
ど
れ
も
形
状
が
等
し
い
の
で
、
型
押
し
だ
ろ
う
。
十
二
時
方
向
に
は
両
翼
を
広
げ
て
向
か
い
合
う
二
羽
の
雀
を
配
し
て
い
る
。
鈕
は
円
錐
形
で
、
頂
部
が
丸
い
。
孔
が
貫
通
す
る
。
鈕
に
は
花
蕊
座
が
付
属
す
る
。
外
区
は
凸
線
で
さ
ら
に
二
分
割
さ
れ
て
お
り
、
内
側
で
は
鋸
歯
文
を
み
合
わ
せ
、
外
側
に
は
菊
花
を
巡
ら
せ
る
。
外
区
の
菊
花
は
内
区
と
同
一
で
あ
る
。
界
圏
の
内
外
に
凸
線
を
巡
ら
せ
た
鏡
は
十
四
紀
前
半
か
ら
行
わ
れ
る
。
特
に
、
東
京
国
立
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
文
和
四
年
（
一
三
五
五
）
銘
鏡
は
、
外
区
の
凸
線
が
二
重
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
十
一
号
と
同
じ
く
界
圏
の
内
外
区
に
一
周
ず
つ
凸
線
を
加
え
て
い
る
（
図 （
	）19）。
ま
た
、
亀
甲
地
文
も
や
は
り
十
四
世
紀
前
半
に
現
れ
る
。
こ
―28―
の
頃
の
亀
甲
地
文
は
十
一
号
と
同
じ
く
六
角
形
の
間
隙
に
二
重
線
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
十
四
世
紀
も
半
ば
を
過
ぎ
る
と
、
六
角
形
の
間
隙
に
引
か
れ
る
の
は
単
線
に
な
る
（
）。
従
っ
て
、
十
一
号
の
製
作
年
代
は
十
四
世
紀
前
半
、
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
と
考
え
ら
れ
る
。
 十
二
号

（
図
20）
〔
法
量
〕
面
径
一
一
六
セ
ン
チ
、
縁
幅
〇
三
セ
ン
チ
、
縁
高
一
二
セ
ン
チ
、
重
量
二
五
〇
八
グ
ラ
ム
〔
所
見
〕
銅
鋳
造
製
で
、
地
金
は
黄
色
を
帯
び
て
い
る
。
割
れ
や
欠
損
は
な
く
、
緑
青
も
少
な
い
。
縁
が
高
く
、
ほ
ぼ
垂
直
に
立
ち
上
が
る
。
鏡
体
が
厚
く
、
別
所
神
社
伝
来
鏡
の
な
か
で
最
も
重
い
。
表
面
は
研
磨
さ
れ
、
鍍
錫
も
施
さ
れ
て
い
る
。
銘
文
や
神
仏
像
は
刻
ま
れ
て
い
な
い
。
中
央
に
へ
こ
み
が
あ
る
。
背
面
は
鋳
傷
が
目
立
ち
、
鋳
型
作
成
時
の
見
当
の
痕
跡
も
残
存
し
て
お
り
、
鋳
浚
え
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
図
様
の
表
出
も
や
や
鈍
い
。
二
重
の
凸
界
圏
を
巡
ら
せ
て
内
区
と
外
区
に
区
画
す
る
が
、
図
様
は
連
続
し
て
い
る
。
背
面
の
下
方
に
洲
浜
が
広
が
り
、
そ
の
右
端
に
松
が
生
え
る
。
松
は
反
時
計
回
り
に
幹
を
曲
げ
、
笠
状
に
ま
と
ま
っ
た
釣
鐘
形
の
針
葉
を
張
り
出
し
て
い
る
。
洲
浜
の
中
央
に
は
竹
が
伸
び
、
左
端
か
ら
界
圏
に
沿
っ
て
梅
ら
し
き
花
が
咲
く
。
鈕
は
亀
形
で
、
鈕
孔
が
貫
通
す
る
。
甲
羅
に
は
亀
甲
形
を
作
っ
て
各
々
に
花
菱
を
入
れ
る
。
亀
は
頭
を
九
時
方
向
へ
向
け
、
そ
の
鼻
先
に
二
羽
の
鶴
が
上
下
か
ら
嘴
を
接
し
て
い
る
。
双
鶴
は
共
に
洲
浜
に
降
り
立
ち
、
翼
を
開
い
て
い
る
。
下
段
の
鶴
の
足
元
に
は
二
羽
の
雛
が
見
え
る
。
十
二
時
方
向
に
も
鶴
を
表
出
す
る
。
こ
ち
ら
は
首
を
直
下
に
向
け
、
両
翼
を
大
き
く
広
げ
て
い
る
。
ま
た
、
五
時
方
向
に
は
「
天
下
一
」
と
陽
鋳
す
る
（
）。
十
二
号
の
図
様
も
七
号
と
同
じ
い
わ
ゆ
る
「

図
」
だ
が
、
形
骸
化
が
著
し
い
。
洲
浜
の
砂
と
松
の
樹
皮
が
同
じ
点
描
で
表
現
さ
れ
、
針
葉
も
単
純
な
釣
鐘
形
と
な
っ
て
い
る
。
八
時
か
ら
十
時
方
向
に
は
梅
花
が
配
さ
れ
る
が
、
幹
は
描
写
さ
れ
て
い
な
い
。
双
鶴
も
形
姿
が
硬
直
し
て
い
る
。
十
二
号
の
類
品
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
し
か
し
、
年
代
を
限
定
で
き
る
も
の
は
意
外
に
少
な
い
。
静
岡
県
内
で
は
磐
田
市
岩
井
に
位
置
す
る
安
全
寺
境
内
墳
墓
群
の
一
号
墓
で
出
土
し
た
例
（
図 （
）21）
が
知
ら
れ
る
。
十
二
号
と
安
全
寺
一
号
墓
出
土
鏡
は
図
様
の
構
成
が
近
く
、
二
重
界
圏
、
天
下
一
銘
も
共
通
す
る
。
し
か
し
、
十
二
号
に
比
べ
て
安
全
寺
一
号
墓
出
土
鏡
の
図
様
は
や
や
写
実
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、
松
樹
の
幹
が
高
肉
に
な
っ
て
お
り
、
洲
浜
と
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。
安
全
寺
一
号
墓
で
は
十
七
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
後
半
の
か
わ
ら
け
が
出
土
し
て
い
る
の
で
（
	）、
鏡
も
そ
の
頃
の
も
の
だ
ろ
う
。
十
二
号
は
安
全
寺
一
号
墓
出
土
鏡
よ
り
明
ら
か
に
退
歩
し
て
お
り
、
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
、
江
戸
時
代
後
期
の
製
作
と
思
わ
れ
る
。
 十
三
号

（
図
22）
〔
法
量
〕
面
径
八
八
セ
ン
チ
、
縁
幅
〇
四
セ
ン
チ
、
縁
高
〇
二
セ
ン
チ
、
重
量
六
二
一
グ
ラ
ム
〔
所
見
〕
本
鏡
は
番
号
を
記
し
た
木
札
が
伴
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
便
宜
的
に
十
三
号
と
称
す
る
。
銅
鋳
造
製
で
、
地
金
は
赤
み
を
帯
び
る
。
割
れ
や
欠
損
は
認
め
ら
れ
ず
、
発


も
薄
い
。
縁
は
低
く
、
幅
が
広
い
。
別
所
神
社
伝
来
鏡
の
な
か
で
唯
一
縁
幅
の
計
測
値
が
縁
高
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
表
面
は
研
磨
さ
れ
て
い
る
が
、
鍍
錫
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
中
央
に
大
き
く
梵
字
「
術
」
（
サ
ク
）
を
墨
書
す
る
。
十
三
号
の
背
面
に
は
界
圏
お
よ
び
図
様
が
鋳
出
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
細
い
凸
―29―
線
が
同
心
円
状
に
幾
重
に
も
巡
っ
て
い
る
。
鋳
型
成
形
時
に
つ
い
た
轆
轤
目
が
転
写
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
鈕
は
細
長
い
橋
梁
状
で
、
頂
部
が
わ
ず
か
に
削
平
さ
れ
て
お
り
、
孔
が
貫
通
す
る
。
鈕
孔
の
周
囲
の
鋳
肌
が
荒
れ
て
い
る
。
十
三
号
の
よ
う
に
背
面
に
図
様
が
な
く
、
縁
幅
の
計
測
値
が
縁
高
を
上
ま
わ
る
鏡
は
十
二
世
紀
に
中
国
で
盛
行
し
た
。
背
面
に
「
湖
州
」
で
始
ま
る
陽
鋳
銘
を
表
出
さ
せ
た
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
「
湖
州
鏡
」
と
呼
ば
れ
る
。
湖
州
鏡
は
同
時
代
の
日
本
に
も
相
当
数
舶
載
さ
れ
た
ら
し
い
。
主
に
西
日
本
に
分
布
し
、
経
塚
遺
物
や
社
寺
伝
世
品
に
散
見
さ
れ
る
。
し
か
し
、
十
三
号
を
湖
州
鏡
と
見
な
す
に
は
躊
躇
が
あ
る
。
ま
ず
、
十
三
号
に
は
湖
州
鏡
を
特
徴
づ
け
る
陽
鋳
銘
が
な
い
。
ま
た
、
湖
州
鏡
で
は
鋳
型
に
流
し
込
ん
だ
熔
銅
が
冷
え
て
収
縮
し
た
痕
跡
、
鋳
皺
が
背
面
に
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
が
、
十
三
号
に
鋳
皺
は
な
い
。
一
方
、
湖
州
鏡
の
鈕
は
概
し
て
半
球
状
で
、
橋
梁
状
の
形
式
で
も
幅
が
広
く
、
十
三
号
の
よ
う
な
細
長
い
鈕
は
稀
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
十
三
号
の
鈕
は
十
二
世
紀
前
半
に
湖
州
鏡
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
い
わ
ゆ
る
「
多
度
式
鏡
」
に
近
い
（
）。
従
っ
て
、
十
三
号
は
十
二
世
紀
前
半
、
平
安
時
代
後
期
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 十
四
号

（
図
23）
〔
法
量
〕
面
径
六
七
セ
ン
チ
、
縁
幅
〇
二
セ
ン
チ
、
縁
高
〇
四
セ
ン
チ
、
重
量
五
九
二
グ
ラ
ム
〔
所
見
〕
本
鏡
も
番
号
を
記
し
た
木
札
が
伴
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
便
宜
的
に
十
四
号
と
称
す
る
。
銅
鋳
造
製
で
、
地
金
は
赤
み
を
帯
び
る
。
割
れ
や
欠
損
は
な
い
が
、
全
体
に
厚
く
発
す
る
。
縁
は
ほ
ぼ
垂
直
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
表
面
が
波
打
ち
、
背
面
の
文
様
も
か
な
り
模
糊
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
火
中
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
現
状
で
は
表
面
に
鍍
錫
の
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。
銘
文
や
神
仏
像
も
表
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
背
面
は
凸
界
圏
を
設
け
て
内
区
と
外
区
に
分
割
す
る
が
、
内
外
区
に
わ
た
っ
て
葦
の
繁
る
水
辺
に
鴛
鴦
が
憩
う
情
景
を
展
開
さ
せ
る
。
鴛
鴦
は
二
羽
と
も
真
横
か
ら
見
た
姿
で
表
さ
れ
、
正
対
し
て
お
り
、
葦
も
含
め
て
左
右
対
称
に
配
さ
れ
て
い
る
。
鴛
鴦
の
下
に
は
帯
状
の
水
波
が
九
段
重
な
る
。
水
波
の
描
写
は
背
面
の
三
分
の
二
を
占
め
て
い
る
。
鈕
は
碁
石
状
で
、
孔
が
貫
通
し
、
鈕
孔
内
に
は
繊
維
質
が
残
存
す
る
。
鈕
に
は
歯
車
状
の
座
が
付
属
す
る
。
十
四
号
の
図
様
は
珍
し
く
、
図
様
か
ら
は
製
作
年
代
を
限
定
し
に
く
い
。
し
か
し
、
歯
車
状
の
鈕
座
に
着
目
す
れ
ば
、
い
く
つ
か
類
例
を
見
出
せ
る
。
図 （
）24に
あ
げ
た
鏡
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
鏡
は
御
殿
場
市
神
山
高
内
に
お
い
て
貞
和
六
年
（
一
三
五
〇
）
の
年
号
を
針
書
し
た
鏡
と
共
に
出
土
し
た
。
従
っ
て
、
十
四
号
も
十
四
世
紀
半
ば
、
南
北
朝
時
代
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
四
梵
字
に
つ
い
て
別
所
神
社
伝
来
鏡
十
四
面
の
う
ち
、
六
面
に
梵
字
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
号
（
図
25）
と
十
三
号
（
図
26）
が
「
術
」
（
サ
ク
）、
三
号
（
図
27）
と
五
号
（
図
28）
が
「
活
」
（
キ
リ
ー
ク
）、
四
号
（
図
29）
と
六
号
（
図
30）
が
「
似
」
（
サ
）
で
あ
る
。
十
三
号
を
除
い
た
五
面
は
鈕
孔
が
貫
通
し
て
い
な
い
。
当
初
か
ら
梵
字
を
墨
書
す
る
べ
く
製
作
さ
れ
た
擬
鏡
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
梵
字
は
鋳
成
後
ま
も
な
く
、
十
二
世
紀
後
半
に
墨
書
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
十
三
号
の
み
実
用
鏡
で
あ
り
、
製
作
時
期
も
や
や
古
い
が
、
梵
字
に
関
し
て
は
他
の
五
面
と
比
較
し
て
も
字
体
や
運
筆
に
際
立
っ
た
差
異
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
共
に
墨
書
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
六
面
の
梵
字
が
す
べ
て
同
一
人
物
の
筆
に
よ
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。
例
え
ば
、
同
じ
キ
リ
ー
ク
で
も
三
号
と
五
号
で
は
涅
槃
点
の
位
置
が
違
う
。
三
号
は
異
体
字
で
あ
る
。
ま
た
、
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四
号
と
六
号
に
は
サ
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
が
、
六
号
は
四
号
に
比
べ
て
細
く
、
勢
い
が
な
い
。
六
号
の
字
体
や
運
筆
は
む
し
ろ
一
号
と
近
似
す
る
。
一
方
、
鏡
体
に
注
目
す
る
と
、
六
号
は
五
号
と
共
通
点
が
多
い
。
二
面
と
も
き
わ
め
て
薄
く
、
縁
が
強
く
外
傾
斜
し
て
い
る
。
梵
字
が
墨
書
さ
れ
た
六
面
は
そ
の
字
体
や
運
筆
、
あ
る
い
は
鏡
体
の
特
徴
か
ら
一
号
五
号
六
号
と
三
号
四
号
十
三
号
の
二
群
に
分
け
ら
れ
る
。
同
じ
梵
字
を
同
時
期
に
墨
書
し
た
鏡
が
な
ぜ
二
組
伝
存
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
を
考
え
る
上
で
、『
掛
川
誌
稿
』
に
興
味
深
い
記
述
が
見
え
る
。
今
社
辺
を
別
所
と
呼
ふ
、
按
に
他
州
に
別
所
と
云
所
は
、
神
明
祠
あ
る
村
の
傍
な
ど
に
あ
り
て
、
宜
社
人
等
が
墳
墓
の
地
な
り
、
此
大
楠
社
（
別
所
神
社
）
の
辺
は
、
他
州
の
別
所
と
異
な
り
、
又
上
月
原
の
田
間
に
石
の
小
祠
あ
り
、
熊
野
権
現
の
旧
地
と
云
、
大
楠
社
の
外
、
熊
野
権
現
を
祀
り
た
る
祠
な
け
れ
は
、
此
大
楠
社
の
旧
地
と
見
え
た
り
、
因
て
考
に
宮
原
の
三
島
明
神
を
、
中
古
式
社
と
せ
し
こ
と
も
あ
り
と
云
へ
は
、
夫
よ
り
以
前
に
大
楠
社
は
此
地
に
移
て
、
宮
原
の
三
島
の
み
盛
に
祭
り
し
故
に
、
大
楠
を
別
所
と
称
せ
し
な
る
へ
し
（
）
す
な
わ
ち
、
別
所
と
い
う
地
名
は
神
職
の
墓
地
に
付
け
ら
れ
る
が
、
大
楠
社
（
別
所
神
社
）
の
鎮
座
地
に
は
該
当
せ
ず
、
ま
た
、
上
月
原
に
熊
野
権
現
を
祀
る
小
祠
が
あ
り
、
熊
野
権
現
の
旧
地
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
大
楠
社
（
別
所
神
社
）
は
そ
こ
か
ら
現
在
地
に
遷
り
、
社
域
を
別
所
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
上
月
原
は
別
所
神
社
の
一
キ
ロ
ほ
ど
西
に
位
置
し
、
大
久
須
川
を
挟
ん
で
宇
久
須
神
社
（
三
島
明
神
）
が
鎮
座
す
る
宮
原
と
接
し
て
い
る
。
『
掛
川
誌
稿
』
は
別
所
神
社
が
こ
の
上
月
原
か
ら
遷
っ
て
き
た
と
見
る
が
、
同
じ
梵
字
を
墨
書
し
た
鏡
が
二
組
伝
存
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
あ
る
時
期
ま
で
二
社
は
併
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
上
月
原
の
社
が
衰
微
し
て
鏡
を
遷
し
た
結
果
、
別
所
神
社
に
同
じ
梵
字
を
墨
書
し
た
鏡
が
二
組
伝
存
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
て
、
別
所
神
社
伝
来
鏡
に
墨
書
さ
れ
た
三
種
の
梵
字
が
仏
菩
の
種
子
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
ま
で
別
所
神
社
で
は
熊
野
三
所
権
現
の
本
地
仏
で
あ
る
阿
弥
陀
如
来
薬
師
如
来
千
手
観
音
を
祀
っ
て
い
た
よ
う
な
の
で
、
梵
字
も
や
は
り
そ
れ
ら
を
象
徴
す
る
種
子
な
の
か
（
）。
キ
リ
ー
ク
は
阿
弥
陀
如
来
千
手
観
音
如
意
輪
観
音
大
威
徳
明
王
十
二
神
将
の
波
夷
羅
の
種
子
だ
が
、
サ
は
観
音
菩
、
サ
ク
は
勢
至
菩
の
み
を
象
徴
す
る
。
こ
の
う
ち
、
勢
至
菩
は
熊
野
十
二
所
権
現
の
本
地
仏
に
は
含
ま
れ
な
い
。
従
っ
て
、
別
所
神
社
伝
来
鏡
に
墨
書
さ
れ
た
三
種
の
梵
字
は
熊
野
三
所
権
現
の
本
地
仏
の
種
子
で
な
い
ば
か
り
か
、
熊
野
十
二
所
権
現
の
本
地
仏
か
ら
選
抜
さ
れ
た
も
の
で
も
な
い
。
む
し
ろ
、
観
音
菩
と
勢
至
菩
の
組
み
合
わ
せ
は
阿
弥
陀
三
尊
を
連
想
さ
せ
る
。
キ
リ
ー
ク
が
本
宮
（
証
誠
殿
）
家
津
美
御
子
神
の
本
地
仏
で
あ
る
阿
弥
陀
如
来
を
、
サ
と
サ
ク
が
阿
弥
陀
如
来
の
脇
侍
と
し
て
の
観
音
菩
と
勢
至
菩
を
象
徴
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
や
や
時
代
は
下
が
る
が
、
大
分
県
豊
後
高
田
市
の
胎
蔵
寺
に
伝
来
し
た
阿
弥
陀
三
尊
懸
仏
（
図 （
）31）
に
は
建
武
四
年
（
一
三
三
七
）
の
年
号
と
「
六
郷
本
山
今
熊
野
御
正
体
也
」
と
い
う
銘
文
が
陰
刻
さ
れ
て
お
り
、
本
宮
（
証
誠
殿
）
の
本
地
仏
で
あ
る
阿
弥
陀
如
来
が
観
音
菩

勢
至
菩
と
共
に
三
尊
形
式
で
表
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
お
い
て
別
所
神
社
に
は
熊
野
三
所
権
現
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
伝
来
鏡
に
墨
書
さ
れ
た
梵
字
は
本
宮
（
証
誠
殿
）
に
関
わ
る
も
の
だ
け
で
あ
る
。
宮
家
準
氏
に
よ
る
と
、
熊
野
権
現
の
勧
請
形
式
は
様
々
で
、
本
宮
新
宮
那
智
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一
社
を
勧
請
す
る
場
合
も
あ
っ
た
ら
し
い
（
）。
宇
久
須
に
お
け
る
熊
野
権
現
が
ま
ず
上
月
原
に
勧
請
さ
れ
た
の
か
、
別
所
に
も
同
時
に
勧
請
さ
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
元
来
は
本
宮
（
証
誠
殿
）
の
み
の
勧
請
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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五
む
す
び
小
論
で
は
静
岡
県
賀
茂
郡
西
伊
豆
町
の
別
所
神
社
に
伝
来
し
た
鏡
十
四
面
に
つ
い
て
実
見
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
ま
と
め
、
各
鏡
の
製
作
年
代
を
推
定
す
る
と
共
に
、
別
所
神
社
の
創
建
に
関
す
る
私
見
を
述
べ
た
。
別
所
神
社
伝
来
鏡
は
概
ね
良
好
な
状
態
で
あ
る
。
土
中
に
埋
も
れ
た
形
跡
は
な
く
、
発
掘
品
は
含
ま
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
製
作
時
期
は
平
安
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
後
期
に
及
ぶ
が
、
江
戸
時
代
の
鏡
は
一
面
に
す
ぎ
な
い
。
平
安
時
代
後
期
の
も
の
が
八
面
、
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
の
も
の
が
五
面
を
数
え
、
製
作
時
期
に
偏
り
の
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
別
所
神
社
伝
来
鏡
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
梵
字
が
墨
書
さ
れ
た
六
面
で
あ
る
。
キ
リ
ー
ク
サ
ク
サ
が
そ
れ
ぞ
れ
二
面
ず
つ
あ
り
、
本
稿
で
は
字
体
や
運
筆
か
ら
二
組
に
分
け
ら
れ
る
と
判
断
し
た
。
同
じ
梵
字
を
墨
書
し
た
鏡
が
二
組
伝
存
し
て
い
る
理
由
と
し
て
、
別
所
神
社
の
現
在
地
よ
り
一
キ
ロ
ほ
ど
西
に
位
置
す
る
上
月
原
に
も
熊
野
権
現
が
祀
ら
れ
て
い
た
と
い
う
伝
承
を
踏
ま
え
、
あ
る
時
期
ま
で
別
所
と
上
月
原
の
二
社
が
併
立
し
て
い
た
可
能
性
を
提
示
し
た
。
ま
た
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
ま
で
別
所
神
社
は
熊
野
権
現
と
呼
ば
れ
、
熊
野
三
所
権
現
の
本
地
仏
（
阿
弥
陀
如
来
薬
師
如
来
千
手
観
音
）
が
祀
ら
れ
て
い
た
の
で
、
梵
字
は
そ
の
種
子
か
と
予
想
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
は
阿
弥
陀
如
来
観
音
菩

勢
至
菩
、
つ
ま
り
、
阿
弥
陀
三
尊
の
種
子
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
阿
弥
陀
如
来
は
本
宮
（
証
誠
殿
）
の
主
神
、
家
津
美
御
子
神
の
本
地
仏
で
あ
り
、
阿
弥
陀
如
来
に
仏
典
上
の
脇
侍
で
あ
る
観
音
菩
お
よ
び
勢
至
菩
を
加
え
た
三
尊
形
式
で
本
宮
（
証
誠
殿
）
を
表
現
し
た
事
例
も
あ
る
た
め
、
別
所
神
社
伝
来
鏡
に
墨
書
さ
れ
た
梵
字
は
本
宮
（
証
誠
殿
）
を
象
徴
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
宇
久
須
に
お
い
て
勧
請
さ
れ
た
熊
野
権
現
は
も
と
も
と
本
宮
（
証
誠
殿
）
の
み
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た
。
鎌
倉
時
代
末
期
（
十
四
世
紀
前
半
）、
伊
豆
国
に
は
那
智
山
尊
勝
院
の
荘
園
、
江
馬
荘
が
あ
っ
た
ら
し
い
（
）。
熊
野
三
山
領
の
荘
園
に
は
熊
野
権
現
を
勧
請
す
る
場
合
が
多
く
（
）、
江
馬
荘
で
も
那
智
山
の
主
神
で
あ
る
夫
須
美
神
を
は
じ
め
と
し
て
熊
野
権
現
を
勧
請
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
伊
豆
国
に
熊
野
権
現
が
勧
請
さ
れ
た
時
期
は
そ
れ
よ
り
も
か
な
り
早
く
、
平
安
時
代
後
期
（
十
二
世
紀
後
半
）
ま
で
上
が
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
が
別
所
神
社
伝
来
鏡
に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
た
。
別
所
神
社
伝
来
鏡
は
伊
豆
国
に
お
け
る
熊
野
信
仰
の
伝
播
を
考
え
る
上
で
重
要
な
遺
品
と
言
え
よ
う
。
今
回
は
勧
請
者
の
問
題
に
は
踏
み
込
め
な
か
っ
た
。
後
考
を
期
し
た
い
と
思
う
。
註
釈
（
1）
足
立
鍬
太
郎
『
南
豆
神
誌
』
復
刻
版
、
羽
衣
出
版
（
静
岡
）、
二
〇
〇
二
年
、
二
三
九
頁
。
な
お
、
『
南
豆
神
誌
』
の
原
本
は
賀
茂
郡
神
職
会
よ
り
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
出
版
さ
れ
た
。
（
2）
静
岡
県
『
静
岡
県
史
』
第
二
巻
、
一
九
三
六
年
、
一
〇
一
八
～
一
〇
二
〇
頁
。
（
3）
賀
茂
村
教
育
委
員
会
『
ふ
る
さ
と
の
し
お
り
』、
一
九
七
七
年
、
一
四
頁
。
（
4）
賀
茂
村
教
育
委
員
会
『
賀
茂
村
誌
資
料
』
第
一
集
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
～
三
頁
。
（
5）
秋
山
富
南
『
豆
州
志
稿
』
復
刻
版
、
羽
衣
出
版
（
静
岡
）、
二
〇
〇
三
年
、
一
七
八
頁
。
（
6）
齊
田
茂
先
『
掛
川
誌
稿
』
全
、
名
著
出
版
（
東
京
）、
一
九
七
二
年
、
五
九
〇
頁
。
（
7）
式
内
社
研
究
会
『
式
内
社
調
査
報
告
』
第
一
〇
巻
東
海
道
（
五
）
、
皇
學
館
大
学
出
版
部
（
伊
勢
市
）、
一
九
八
一
年
、
四
二
一
～
四
二
六
頁
。
（
8）
註
（
4）
同
書
、
一
～
二
頁
。
（
9）
『
豆
州
志
稿
』
巻
八
に
は
、
永
禄
五
年
上
梁
文
ニ
井
田
莊
宇
久
須
郷
熊
野
三
所
大
權
現
地
頭
冨
永
彌
四
郎
康
景
（
中
―32―
略
）
ト
記
ス
と
あ
る
〔
註
（
5）
同
書
、
一
七
八
頁
〕。
ま
た
、『
掛
川
誌
稿
』
巻
十
三
に
は
、
永
禄
五
年
の
棟
札
云
、
豆
州
井
田
荘
宇
久
須
郷
熊
野
三
所
大
権
現
地
頭
富
永
弥
四
郎
康
景
宜
太
郎
大
夫
秀
康
と
あ
る
〔
註
（
6）
同
書
、
五
九
〇
頁
〕。
（
10）
註
（
4）
同
書
、
一
～
二
頁
。
（
11）
『
掛
川
誌
稿
』
巻
十
三
に
、
熊
野
三
社
を
祀
る
、
鏡
を
神
體
と
す
、
中
観
音
、
左
阿
弥
陀
、
右
薬
師
と
あ
る
〔
註
（
6）
同
書
、
五
九
〇
頁
〕。
な
お
、
こ
の
記
事
は
『
豆
州
志
稿
』
巻
八
に
は
見
え
な
い
。
（
12）
別
所
神
社
伝
来
鏡
の
写
真
は
す
べ
て
筆
者
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
13）
註
（
2）
同
書
、
一
〇
一
八
～
一
〇
一
九
頁
。
（
14）
東
京
国
立
博
物
館
『
鏡
像
』、
一
九
七
五
年
、
図
四
六
よ
り
転
載
。
（
15）
註
（
2）
同
書
、
一
〇
一
九
頁
。
（
16）
東
京
国
立
博
物
館
保
管
写
真
第
四
六
六
九
五
号
。
（
17）
註
（
2）
同
書
、
一
〇
一
九
頁
。
（
18）
兵
庫
県
教
育
委
員
会
『
上
板
井
古
墳
群
』
（
兵
庫
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
四
冊
）、
一
九
八
六
年
、
カ
ラ
ー
図
版
四
二
よ
り
転
載
。
（
19）
註
（
18）
同
書
、
五
一
～
五
二
頁
。
（
20）
九
江
市
博
物
館
呉
水
存
『
九
江
出
土
銅
鏡
』
、
文
物
出
版
社
（
北
京
市
）、
一
九
九
三
年
、
図
八
〇
よ
り
転
載
。
（
21）
註
（
20）
同
書
、
一
二
六
頁
。
（
22）
久
保
智
康
「
中
世
近
世
の
鏡
」
（
『
日
本
の
美
術
』
第
三
九
四
号
掲
載
、
一
九
九
九
年
）、
二
二
～
二
三
頁
。
（
23）
註
（
2）
同
書
、
一
〇
二
〇
頁
。
（
24）
註
（
14）
同
書
、
図
五
五
よ
り
転
載
。
（
25）
註
（
2）
同
書
、
一
〇
二
〇
頁
。
（
26）
東
京
国
立
博
物
館
保
管
写
真
第
八
六
七
七
七
号
。
（
27）
東
京
国
立
博
物
館
『
那
智
経
塚
遺
宝
』、
一
九
八
五
年
、
二
〇
八
頁
。
（
28）
註
（
2）
同
書
、
一
〇
一
九
頁
。
（
29）
註
（
2）
同
書
、
一
〇
一
八
頁
。
（
30）
渤
海
之
東
、
不
知
幾
億
萬
里
、
有
大
壑
焉
…
…
名
曰
歸
墟
…
…
其
中
有
五
山
焉
。
一
曰
、
岱
輿
。
二
曰
、
員
。
三
曰
、
方
壺
。
四
曰
、
瀛
洲
。
五
曰
、

…
…
其
上
臺
觀
皆
金
玉
、
其
上
禽
獸
皆
純
縞
。
珠
之
樹
皆
叢
生
、
華
實
皆
有
滋
味
、
食
之
、
皆
不
老
不
死
。
所
居
之
人
、
皆
仙
聖
之
種
…
…
而
五
山
之
根
、
無
所
著
、
常
隨
潮
波
、
上
下
往
	、
不
得

峙
焉
…
…
帝
恐
流
於
四
極
、
失
群
聖
之
居
、
乃
命
禺
彊
、
使
巨
鼇
十
五
、
擧
首
而
戴
之
…
…
五
山
始
峙
而
不
動
。
（
31）
亀
形
鈕
を
鋳
出
し
た
鏡
の
う
ち
、
紀
年
の
明
ら
か
な
も
の
で
は
宮
城
県
名
取
市
の
熊
野
那
智
神
社
に
伝
来
し
た
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
銘
鏡
が
最
も
古
い
と
い
う
〔
大
阪
市
立
美
術
館
『
扶
桑
紀
年
銘
鏡
図
説
』、
大
阪
市
役
所
、
一
九
三
八
年
、
七
二
～
七
三
頁
〕。
（
32）
註
（
2）
同
書
、
一
〇
一
九
頁
。
（
33）
東
京
国
立
博
物
館
保
管
写
真
第
四
六
七
五
七
号
。
（
34）
奈
良
国
立
博
物
館
『
経
塚
遺
宝
』、
一
九
七
七
年
、
三
〇
九
～
三
一
〇
頁
。
（
35）
三
宅
敏
之
「
稲
荷
山
の
経
塚
」
（
『
朱
』
第
一
〇
号
掲
載
、
一
九
七
〇
年
）、
九
八
～
一
〇
四
頁
。
（
36）
註
（
1）
同
書
、
二
三
九
頁
。
（
37）
例
え
ば
、
先
述
し
た
東
城
寺
経
塚
よ
り
出
土
し
た
鏡
群
に
籬
を
鋳
出
し
た
も
の
が
一
面
含
ま
れ
て
い
る
〔
註
（
31）
同
書
、
図
一
〇
ハ
〕。
（
38）
例
え
ば
、
註
（
31）
で
言
及
し
た
熊
野
那
智
神
社
伝
来
の
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
銘
鏡
が
あ
げ
ら
れ
る
〔
註
（
31）
同
書
、
図
四
〇
〕。
（
39）
三
柏
に
つ
い
て
も
紀
年
の
明
ら
か
な
例
で
は
熊
野
那
智
神
社
伝
来
の
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
銘
鏡
が
最
も
古
い
〔
註
（
31）
同
書
、
図
四
〇
〕。
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（40）
例
え
ば
、
鹿
児
島
県
姶
良
市
の
蒲
生
八
幡
神
社
に
伝
来
し
た
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
銘
鏡
が
あ
げ
ら
れ
る
〔
註
（
31）
同
書
、
図
五
二
〕。
（
41）
東
京
国
立
博
物
館
保
管
写
真
第
四
六
一
〇
七
号
。
（
42）
『
扶
桑
紀
年
銘
鏡
図
説
』
所
載
鏡
の
う
ち
、
嘉
暦
三
年
（
一
三
二
八
）
墨
書
鏡
の
亀
甲
地
文
で
は
六
角
形
の
間
隙
に
線
が
二
本
引
か
れ
て
い
る
が
、
永
和
三
年
（
一
三
七
七
）
銘
鏡
で
は
一
本
に
な
っ
て
い
る
。
永
和
三
年
以
降
、
六
角
形
の
間
隙
に
線
が
二
本
引
か
れ
た
亀
甲
地
文
は
『
扶
桑
紀
年
銘
鏡
図
説
』
所
載
鏡
に
は
見
え
な
い
〔
註
（
31）
同
書
、
図
四
八
お
よ
び
図
六
一
〕。
（
43）
天
下
一
銘
は
十
六
世
紀
後
半
に
始
ま
る
。
当
初
は
公
許
制
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
自
称
す
る
者
が
増
加
し
た
た
め
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
に
使
用
が
禁
止
さ
れ
た
。
江
戸
幕
府
の
法
令
集
、
い
わ
ゆ
る
『
御
觸
書
寛
保
集
成
』
巻
三
六
の
「
天
和
二
戌
年
七
月
」
に
、
一
町
中
に
て
諸
事
に
、
天
下
一
之
字
書
付
彫
付
鑄
付
候
儀
、
自
今
以
後
、
御
法
度
ニ
候
間
、
向
後
何
に
よ
ら
す
、
天
下
一
之
字
付
申
間
敷
候
、
勿
論
只
今
有
來
候
鑑
判
鑄
形
板
木
書
付
等
早
々
削
取
可
申
候
、
若
背
仕
も
の
有
之
に
お
ゐ
て
ハ
、
急
度
曲
事
可
申
付
者
也
、
七
月
と
あ
る
〔
高
柳
眞
三
石
井
良
助
『
御
觸
書
寛
保
集
成
』
、
岩
波
書
店
（
東
京
）
、
一
九
三
四
年
、
一
〇
〇
四
頁
〕。
こ
の
禁
令
に
よ
っ
て
天
下
一
銘
は
一
時
的
に
行
わ
れ
な
く
な
る
が
、
ま
も
な
く
復
活
し
た
。
（
44）
筆
者
撮
影
。
（
45）
磐
田
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
岩
井
安
全
寺
境
内
墳
墓
群
発
掘
調
査
報
告
書
』
、
磐
田
市
文
化
財
保
存
顕
彰
会
、
一
九
九
二
年
、
一
二
頁
。
（
46）
註
（
22）
同
論
文
、
二
二
～
二
三
頁
。
（
47）
東
京
国
立
博
物
館
保
管
写
真
第
四
六
八
〇
三
号
。
（
48）
註
（
6）
同
書
、
五
九
〇
頁
。
な
お
、
括
弧
内
は
筆
者
が
補
っ
た
。
（
49）
足
立
氏
は
熊
野
三
所
権
現
の
本
地
仏
の
種
子
と
見
な
し
て
い
る
〔
註
（
1）
同
書
、
二
三
九
頁
〕。
（
50）
大
分
県
立
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
『
神
々
の
姿
あ
ら
わ
さ
れ
た
日
本
の
こ
こ
ろ
』、
一
九
九
三
年
、
図
五
一
よ
り
転
載
。
（
51）
宮
家
準
『
熊
野
修
験
』、
吉
川
弘
文
館
（
東
京
）、
一
九
九
六
年
、
二
六
二
頁
。
（
52）
註
（
51）
同
書
、
一
一
〇
～
一
一
一
頁
。
（
53）
註
（
51）
同
書
、
二
五
六
頁
。
附
記別
所
神
社
伝
来
鏡
の
実
見
調
査
で
は
元
賀
茂
村
長
の
山
本
正
和
氏
お
よ
び
御
内
儀
、
西
伊
豆
町
教
育
委
員
会
の
鈴
木
一
博
氏
に
並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力
を
賜
っ
た
。
深
く
謝
意
を
表
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
昭
和
女
子
大
学
よ
り
助
成
を
受
け
た
。
―34―
―35―
図1 1号 裏（別所神社） 図2 鰐淵寺蔵王窟内出土鏡（鰐淵寺）
図3 2号 裏（別所神社） 図4 東城寺経塚出土鏡（東京国立博物館）
図5 3号 裏（別所神社） 図6 上板井経塚出土鏡（兵庫県教育委員会）
図7 元祐七年墓出土鏡（九江市博物館） 図8 4号 裏（別所神社）
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図9 鰐淵寺蔵王窟内出土鏡（鰐淵寺） 図10 5号 裏（別所神社）
図11 那智経塚出土鏡（熊野那智大社） 図12 6号 裏（別所神社）
図13 7号 裏（別所神社） 図14 8号 裏（別所神社）
図15 稲荷山経塚出土鏡（東京国立博物館） 図16 9号 裏（別所神社）
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図17 10号 裏（別所神社） 図18 11号 裏（別所神社）
図19 文和四年銘鏡（東京国立博物館） 図20 12号 裏（別所神社）
図21 安全寺1号墓出土鏡（磐田市教育委員会） 図22 13号 裏（別所神社）
図23 14号 裏（別所神社） 図24 神山高内出土鏡（東京国立博物館）
―38―
図25 1号 表（別所神社） 図26 13号 表（別所神社）
図27 3号 表（別所神社） 図28 5号 表（別所神社）
図29 4号 表（別所神社） 図30 6号 表（別所神社）
図31 阿弥陀三尊懸仏（胎蔵寺）
（
う
え
ま
つ
ゆ
う
す
け
歴
史
文
化
学
科
）
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別
所
神
社
伝
来
鏡
一
覧
番
号
鈕

鈕
座
文
様
（
内
区
）
界
圏
文
様
（
外
区
）
懸
垂
孔
面
径
（
cm
）
縁
幅
（
cm
）
縁
高
（
cm
）
重
量
（
g
）
製
作
時
期
梵
字
1
円
錐
形

連
珠
座
菊
花
菱
丸
文

双
雀

蝶
一
重
円
水
波
1
9.9
0.3
0.6
71.6
12
後
サ
ク
2
円
錐
形


菊
座
竹
（
萩
？
）
双
鳥
一
重
円
内
区
と
連
続
な
し
10.0
0.2
0.5
76.2
12
後
3
円
錐
形

連
珠
座
格
子
地

双
雀
一
重
円
水
波
2
9.8
0.2
0.6
69.3
12
後
キ
リ
ー
ク
4
円
錐
形

連
珠
座
薄

双
雀
一
重
円
水
波
2
9.8
0.3
0.5
68.5
12
後
サ
5
円
錐
形

連
珠
座
菊
花
散

双
雀
一
重
円
水
波
2
9.6
0.2
0.4
44.8
12
後
キ
リ
ー
ク
6
円
錐
形

円
座
格
子
地

双
雀
一
重
円
水
波
2
9.2
0.2
0.3
50.0
12
後
サ
7
円
錐
形

亀
形
座


（
荒
磯

双
鳥
）
一
重
円
内
区
と
連
続
な
し
9.3
0.4
0.5
90.2
13
中
8
円
錐
形

連
珠
座
桜
花

山
吹

双
雀
一
重
円
内
区
と
連
続
2
10.4
0.3
0.6
96.7
12
後
9
円
錐
形

花
蕊
座
籬

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